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 肺炎は日本人の第3位の死因であり、高齢者の肺炎予防は喫緊の課題である。本邦で高
齢 者 に 対 し 使 用 さ れ て い た 肺 炎 球 菌 多 糖 体 ワ ク チ ン（23-valent pneumococcal 
polysaccharide vaccine :PPV23）は、獲得免疫が数年後には減弱し追加接種によるブース
ター効果が認められない等の欠点を持つ。一方、2010年、本邦でも小児に対して適応と
なった肺炎球菌結合型ワクチン（Heptavalent pneumococcal conjugate vaccine :PCV7）
は、多糖体にジフテリアトキソイドを結合させ、T細胞の活性化を誘導し、B細胞が未熟
な乳児においても、良好な免疫反応を誘導することが可能となった。国内では従来、成
人に対して適応とはなっていなかったが、海外ではCOPD患者やHIV患者等の肺炎球菌感
染症ハイリスクグループにおけるPCVの良好な免疫原性が報告されていた。また、50歳
から80歳までの高齢者を対象にした研究において、PCV7がカバーする血清型7種類の
内、3種類（4,9V,23F）において、免疫原性が良好であったという報告もある。今回、80
歳以上の高齢者を対象に、PPV23とPCV7の安全性及び免疫原性を比較検討することを目
的とした。 
 老人保健施設入所中で、文書により同意が得られた80歳以上の高齢者を対象に、
PPV23もしくはPCV7を接種した。接種後の有害事象及び、肺炎球菌ワクチン接種前と接
種1か月後のPCV7含有血清型（4,6B,9V,14,18C,19F,23F）に対するIgG抗体価・オプソニ
ン活性を測定した。接種する肺炎球菌ワクチンの割り付けは封筒法により決定した。慶
應義塾大学医学部・北里研究所病院の倫理委員会の承認を得て、研究参加にあたり文書
による同意を得た。 
 105人が研究にエントリーされた。経過中、5人が脱落し、100人（PPV23群：49人、
PCV7群：51人）が解析対象となった。両群間で患者背景に有意差は認めなかった。両群
間で重篤な有害事象は認めなかったが、PPV23群で発赤12人、腫脹11人を認めたのに対
し、PCV7群 で は 発 赤21人、腫 脹19人 と 多 い 傾 向 を 認 め た。ま た、PCV7群 で、
4,9V,14,18C,23Fの5種類で、血清型特異的IgG抗体価及びオプソニン活性が有意に上昇を
認めた。 
 80歳以上の高齢者において、PCV7は重篤な有害事象を認めることなく安全に使用で
き、PCV7接種は、PPV23接種と比較し、一部の血清型において、血清型特異的IgG抗体
価・オプソニン活性が有意に上昇した。 
 本研究は、成人に対する肺炎球菌結合型ワクチンの本邦における最初の医師主導臨床
研究であり、日本呼吸器学会・日本感染症学会から発行されている「65歳以上の成人に
対する肺炎球菌ワクチン接種に関する考え方」にも引用されている。 
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